
 

入札（開札）結果 hp68 

 

 入 札 （ 開 札 ） 日 令和5年8月30日 

工 事 名 須江小学校屋内運動場・水泳プール改築機械設備工事 

施 工 場 所 石巻市須江字代官４３番地 

工 事 種 別 
管Ａ 

（総合評価） 

概 要 

１ 屋内運動場改築工事 

屋内運動場新築 

鉄骨造平屋建て 延べ面積1,123.31㎡ 

既存校舎改修 

２ 水泳プール改築工事 

 プール新設 25ｍ、5コース 

 構造体：鉄筋コンクリート造、プール本体：ＦＲＰ製 

 附属棟新築 木造平屋建て 延べ面積125.87㎡ 

３ 外構工事  

敷地内車道新設、駐車場整備等 

 

上記に伴う機械設備工事 

①空気調和設備 ②換気設備 ③衛生器具設備 

④給水設備 ⑤排水設備 ⑥消火設備 ⑦ろ過設備 

工 期 令和5年9月12日から令和7年2月28日 

契 約 者 
石巻市茜平二丁目4番地33 

㈱向陽設備 

予定価格（非公表） 75,180,000円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

調 査 基 準 価 格 69,711,876円（消費税及び地方消費税の額を除く） 

 

 

 

（単位：千円） 

№ 入札参加者 第１回 第2回 摘要 

1 ㈱向陽設備 79,740 71,460  落札 

2 ㈱晃和工業 77,400 77,000   

3 山下設備工業㈱ 84,600 75,900   

※入札（開札）結果の金額は、消費税及び地方消費税の額を除いた金額です。 
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